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54億円はどう使われた？

問　

ご
み
焼
却
施
設
整
備
の

地
元
対
策
費
８
億
円
の
う
ち
、

２
億
円
が
交
付
さ
れ
た
が
、

ど
の
事
業
に
い
く
ら
充
当
し
、

事
業
費
用
の
総
額
等
、
詳
細

に
つ
い
て
議
会
に
報
告
を
。

答　

改
め
て
資
料
を
作
成
し
、

各
事
業
の
報
告
を
行
う
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
が
、
実
質

収
支
は
い
か
が
か
。

答　

返
礼
品
業
務
委
託
料
や
、

町
か
ら
流
出
し
て
し
ま
っ
た

税
を
差
し
引
く
と
若
干
の
マ

イ
ナ
ス
だ
が
、
一
昨
年
は
５

０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
。
令
和
２
年
度
は
プ
ラ
ス

に
な
る
よ
う
、
努
力
す
る
。

問　

町
内
循
環
バ
ス
の
利
用

状
況
が
低
迷
し
て
い
る
。
改

善
点
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で

対
応
で
き
る
ほ
ど
の
利
用
者

数
だ
。
町
の
公
共
交
通
全
体

を
考
え
、
地
域
公
共
交
通
会

議
で
協
議
を
し
て
い
く
。

令
和
元
年
度

一
般
会
計
決
算

歳
　
入

歳
　
出

令和元年度一般会計決算を認定
上熊井農産物直売施設完成

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
が
１

件
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
等
の
決
算
認
定
が
８
件
、
令
和
元
年
度
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
が
１
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
等
の
補
正

予
算
の
議
定
が
４
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
が
１
件
、
人
事
に

関
す
る
も
の
２
件
、財
産
の
取
得
に
関
す
る
も
の
１
件
の
20
議
案
で
、全
て
可
決
・

認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
発
議
が
１
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
が
１
件
提
出
さ
れ
、
反
対
多
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

第３回定例会

問　

電
力
会
社
は
選
べ
る
時

代
だ
が
、
町
の
契
約
す
る
電

力
会
社
に
つ
い
て
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
選
定
を
し

て
い
る
か
。

答　

安
定
供
給
と
コ
ス
ト
面

を
重
視
し
て
き
た
が
、
今
後

は
更
に
環
境
面
も
配
慮
し
た

契
約
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

総
合
相
談
支
援
事
業
は

新
し
く
始
め
た
事
業
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。

答　

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
、

専
門
の
職
員
を
配
置
し
て
い

る
が
、
解
決
が
難
し
い
相
談

も
あ
る
。
相
談
者
の
希
望
を

し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、
改

善
し
て
い
き
た
い
。

問　

相
談
者
の
思
い
を
受
け

止
め
、
か
つ
支
援
員
の
負
担

を
軽
減
す
る
町
の
体
制
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

し
て
い
る
が
、
再
相
談
も
多

く
、
今
後
も
相
談
件
数
は
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
関
係

機
関
や
団
体
と
も
連
携
し
、

相
談
者
と
と
も
に
、
解
決
方

法
を
探
し
て
い
き
た
い
。

問　

学
童
保
育
委
託
料
は
、

今
宿
小
と
鳩
山
小
の
２
つ
の

学
童
施
設
の
保
護
者
会
に
委

託
し
て
い
る
。
来
年
の
４
月

か
ら
は
亀
井
小
に
隣
接
し
て

整
備
し
て
い
る
、
泉
井
交
流

体
験
エ
リ
ア
の
中
に
、
今
宿

小
の
お
し
ゃ
も
じ
山
ク
ラ
ブ

の
分
室
と
し
て
、
亀
井
小
の

学
童
を
開
設
す
る
わ
け
だ
が
、

準
備
等
、
開
設
に
間
に
合
う

か
。

答　

保
護
者
会
で
は
、
亀
井

地
区
の
分
科
会
を
設
置
し
て

お
り
、
相
談
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。
施
設
整
備
は
、

単
年
度
の
補
助
金
を
受
け
て

お
り
、
今
年
度
内
に
完
了
予

定
だ
。

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る

町
内
循
環
バ
ス

総
合
相
談
支
援
窓
口
で
は
課
題

を
ま
と
め
て
相
談
で
き
ま
す

来
年
度
亀
井
地
区
に
開
設

さ
れ
る
児
童
交
流
館

問

問

問問

問

問 答答

答答

答

問

答

答
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相
変
わ
ら
ず
町
民
の
生
活

や
暮
ら
し
向
き
は
悪
く
、
社

会
保
障
の
た
め
の
消
費
税
も

思
う
よ
う
に
入
っ
て
き
て
い

な
い
。
そ
ん
な
中
で
も
障
が

い
者
福
祉
は
き
め
細
や
か
な

施
策
を
望
む
。
休
止
し
て
い

る
入
浴
施
設
が
使
え
ず
、
町

外
の
施
設
を
使
用
し
て
い
る

町
民
に
補
助
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
上
熊
井
農
産

物
直
売
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
は
運
営
す
る
業
者
、
地
元

農
業
者
を
交
え
て
進
め
る
べ

き
だ
っ
た
。　
　
　
　

(

根
岸)

　

決
算
審
議
は
、
町
の
事
業

が
適
切
か
つ
有
効
に
実
施
さ

れ
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る

も
の
。
建
築
確
認
の
遅
れ
に

よ
り
泉
井
集
落
セ
ン
タ
ー

は
年
度
内
に
完
了
で
き
ず
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
と
ち
の
き

通
り
等
の
歩
道
整
備
も
完
了

で
き
な
か
っ
た
。
町
の
報
告

書
に
は
事
業
の
改
善
点
が
ほ

と
ん
ど
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

反
省
が
な
い
の
で
、
次
年
度

予
算
に
活
か
さ
れ
な
い
。
身

の
丈
を
超
え
た
財
政
運
営
に

も
問
題
が
あ
る
。　
　

(

大
賀)

〈
反
対
討
論
〉

問　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

管
理
代
行
料
は
、
入
浴
施
設

を
休
止
し
た
た
め
、
減
額
と

な
っ
た
が
、
入
浴
施
設
を
利

用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で

困
っ
て
い
る
町
民
が
い
る
。

答　

入
浴
施
設
の
休
止
に
よ

り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
。
近
隣
の
施
設
を

利
用
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
今
後
は
休
止
の
状

況
を
ど
う
す
る
か
、
検
討
し

て
い
く
。

問　

上
熊
井
農
産
物
直
売
施

設
は
建
物
が
完
成
し
、
現
在

は
外
構
工
事
を
進
め
て
い
る

が
、
指
定
管
理
者
の
応
募
が

１
件
も
な
か
っ
た
た
め
、
町

は
半
年
の
延
期
を
早
々
に
決

め
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、

直
売
施
設
運
営
検
討
委
員
会

は
開
催
し
た
の
か
。

答　

任
期
は
令
和
元
年
度
い

っ
ぱ
い
。
設
置
目
的
が
達
成

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
開
催
は

し
て
い
な
い
。

問　

検
討
委
員
会
と
指
定
管

理
候
補
者
を
含
め
て
検
討
す

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

答　

委
員
会
の
設
置
当
初
は
、

指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も

検
討
事
項
だ
っ
た
。

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
シ

ス
テ
ム
保
守
委
託
料
と
は
。

答　

要
支
援
者
名
簿
の
作
成

と
登
録
情
報
の
管
理
だ
。

問　

地
域
で
自
主
防
災
組
織

を
計
画
し
て
い
る
町
内
会
等

に
、
情
報
提
供
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答　

民
生
委
員
と
は
連
携
を

し
て
い
る
が
、
町
内
会
等
へ

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

法
的
に
可
能
か
と
い
う
こ
と

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

令和元年度一般会計決算（歳出） 令和元年度一般会計決算（歳入）

※その他は地方譲与税、繰越金、財産収入などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

※その他は商工費、災害復旧費、労働費などです。
※万円未満四捨五入のため、構成比が合わない場合があります。

問　

た
め
池
耐
震
性
点
検
調

査
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答　

元
年
度
は
５
箇
所
調
査

を
実
施
し
、
３
箇
所
に
つ
い

て
堤
体
の
安
全
基
準
値
を
下

回
る
結
果
が
出
て
い
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
か
を
検
討
し
、
議
会

に
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

県
道
岩
殿
岩
井
線
の
整

備
に
関
し
て
、
県
か
ら
委
託

を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
用

地
交
渉
が
遅
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
重
郎
橋
の
架
け
替
え

を
含
む
道
路
改
良
工
事
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答　

用
地
取
得
に
不
測
の
日

数
を
要
し
て
い
る
。
現
時
点

で
は
、
令
和
５
年
度
の
完
成

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
資

金
の
取
り
崩
し
が
続
い
て
い

る
が
、
い
ず
れ
資
金
が
枯
渇

し
た
場
合
、
給
食
費
の
値
上

げ
は
あ
る
の
か
。

答　

今
す
ぐ
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
が
、
食
材
費
の
高
騰

も
あ
り
、
い
ず
れ
は
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
際

は
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

問　

昨
年
の
台
風
被
害
で
通

行
止
め
と
な
っ
た
町
道
52
号

線
復
旧
工
事
は
、
６
０
０
０

万
円
も
か
け
て
復
旧
し
た
の

に
１
ヶ
月
で
法
面
が
崩
れ
た
。

設
計
か
施
工
に
不
備
が
あ
っ

た
の
か
、
検
査
に
問
題
は
。

今
後
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答　

設
計
・
施
工
に
問
題
な

く
、
検
査
も
適
正
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
原
因
の
調
査
を

進
め
、
議
会
に
報
告
し
た
い
。

地
域
で
防
災
計
画
を

町税

地方交付税

町債

国庫支出金

県支出金

繰入金

分担金及び負担金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

諸収入

その他

30.7%

22.6%

10.3%

9.0%

7.4%

4.3%

4.0%

3.8%

1.6%

1.6%

4.8%

17億6,617万円

13億335万円

5億9,334万円

5億1,766万円

4億2,405万円

2億4,933万円

2億3,019万円

2億1,836万円

9,182万円

9,008万円

2億7,756万円

総務費

民生費

公債費

土木費

教育費

衛生費

消防費

農林水産業費

議会費

その他

28.2%

27.5%

9.5%

9.2%

7.2%

6.6%

5.4%

3.5%

1.6%

1.4%

15億2,954万円

14億9,226万円

5億1,440万円

4億9,850万円

3億9,122万円

3億5,795万円

2億9,353万円

1億8,856万円

8,498万円

7,468万円

答答 問

問

問 問

問問

問問 答

答答

答答

答

問答
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令
和
元
年
度

特
別
会
計
決
算

国
民
健
康
保
険
事
業

問　

国
保
税
は
平
成
29
年
度

に
引
き
上
げ
す
ぎ
た
せ
い
で
、

不
用
額
が
生
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

県
の
基
準
に
合
わ
せ
て

計
算
し
て
上
げ
た
経
緯
が
あ

る
。
保
険
事
業
等
を
し
っ
か

り
実
施
し
て
い
る
の
で
、
交

付
金
が
増
え
て
い
る
。

問　

基
金
額
が
３
億
円
以
上

あ
る
。
保
険
料
を
下
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

次
期
の
高
齢
者
福
祉
総

合
計
画
を
策
定
す
る
際
に
、

委
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

決
定
し
て
い
き
た
い
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
低
所
得

者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
が

始
ま
っ
た
事
は
評
価
で
き
る
。

介
護
保
険
料
は
、
他
市
町
と

比
較
す
る
と
、
少
し
低
い
と

は
言
え
、
基
金
３
億
円
は
貯

め
す
ぎ
。
す
ぐ
に
で
も
保
険

料
を
下
げ
る
べ
き
。(

根
岸)

介
護
保
険
事
業

〈
反
対
討
論
〉

令和元年度特別会計歳入歳出決算及び水道事業会計決算の状況
名　　　称 歳入決算額 歳出決算額 差引額

国民健康保険事業 20億83万円 18億9,891万円 1億192万円
後期高齢者医療事業 2億3,932万円 2億3,859万円 73万円
介護保険事業 12億7,860万円 12億1,747万円 6,113万円
今宿東土地区画整理事業 1億1,521万円 1億1,461万円 60万円
農業集落排水事業 4,012万円 3,966万円 46万円
浄化槽設置管理事業 2,185万円 2,017万円 168万円

水道事業
損益収支（税抜き） 2億6,694万円 2億6,518万円 176万円
資本的収支（税込み） 79万円 6,379万円 ※1�△6,300万円

※�　金額は万円未満
四捨五入

※�1　過年度からの
留保資金などで補
てんされました。

条
例
の
改
正

　

指
定
管
理
者
に
引
き
続
き
、

株
式
会
社
ア
ー
ル
・
エ
フ
・

エ
ー
を
指
定
す
る
。

問　

今
年
度
の
管
理
料
が
３

８
０
万
円
か
ら
５
６
３
万
円

に
大
幅
増
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

こ
れ
ま
で
の
実
績
値
に

よ
り
１
５
０
万
円
の
増
額
見

直
し
を
し
て
募
集
し
た
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
業
務
に

つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答　

指
定
管
理
者
が
宅
建
業

の
資
格
を
得
て
サ
ポ
ー
ト
を

考
え
て
い
る
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

に
約
２
０
６
万
円
を
計
上
し

て
い
る
が
、
現
状
に
お
け
る

盗
難
等
の
被
害
状
況
は
。

答　

過
去
２
年
間
に
お
い
て
、

空
き
巣
が
25
件
と
多
く
発
生

し
て
い
る
が
、
比
企
管
内
で

は
２
番
目
に
犯
罪
の
少
な
い

自
治
体
で
あ
る
。

問　

３
ヶ
所
の
設
置
だ
が
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
防
疫
作
業
に
従

事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
の
制
定
。

問　

作
業
す
る
職
員
に
資
格

が
要
る
の
で
は
。

答　

い
ら
な
い
。
専
門
的
な

要
件
は
改
正
し
て
い
な
い
。

問　

長
時
間
と
あ
る
が
、
時

間
の
基
準
は
。

答　

基
本
的
に
は
１
日
の
手

当
て
で
あ
る
。

　

主
な
改
正
は
、
た
ば
こ
税

の
改
正
。
葉
巻
た
ば
こ
１
本

を
紙
巻
た
ば
こ
０
・
７
本
と

算
定
す
る
。

問　

増
税
で
は
な
い
か
。

答　

紙
巻
た
ば
こ
の
代
替
品

と
し
て
販
売
量
の
急
速
な
増

加
で
、
１
本
１
グ
ラ
ム
未
満

の
葉
巻
た
ば
こ
の
課
税
方
式

の
見
直
し
で
あ
り
、
段
階
的

に
増
税
と
な
る
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

の
一
部
改
正

税
条
例
の
一
部
改
正

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
マ
ル
シ
ェ

指
定
管
理
者
の
指
定

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

答　

亀
井
小
学
校
南
側
の
町

道
１
号
線
の
交
差
点
、
今
宿

交
差
点
、
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
前

の
交
差
点
に
設
置
す
る
。

問　

財
政
調
整
基
金
の
積
立

金
が
約
７
９
８
４
万
円
あ
る

が
、
地
方
交
付
税
の
確
定
に

よ
る
も
の
な
の
か
。

答　

普
通
交
付
税
の
新
た
に

加
わ
っ
た
算
定
項
目
に
よ
り
、

全
国
平
均
の
様
々
な
年
齢
層

か
ら
の
比
率
を
出
し
、
平
均

を
上
回
っ
た
人
口
減
少
等
が

進
ん
で
い
る
団
体
に
割
り
増

し
さ
れ
た
。
鳩
山
町
は
約
７

５
５
２
万
円
が
算
定
さ
れ
、

交
付
額
が
大
き
く
伸
び
、
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
た
。

問　

交
付
金
を
住
民
要
望
に

回
す
考
え
方
は
な
い
の
か
。

答　

住
民
要
望
も
踏
ま
え
て

各
課
か
ら
予
算
要
求
を
受
け

た
上
で
実
施
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
国
や
県
の
各
種
交
付
金

が
例
年
通
り
交
付
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
、
余
剰

額
が
あ
る
時
に
積
み
立
て
を

行
っ
て
お
き
た
い
。

問　

学
校
休
校
中
の
学
童
保

育
の
開
所
で
、
補
助
が
増
額

さ
れ
て
い
る
が
、
学
童
内
で

の
密
を
防
ぐ
国
か
ら
の
指
示

は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

業
務
委
託
料
３
７
０
万

円
は
、
学
校
休
校
中
の
補
償

の
補
助
で
あ
る
。
別
に
国
か

ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

の
消
耗
品
等
を
購
入
す
る
補

助
が
あ
り
、
保
護
者
会
で
現

場
の
実
態
に
応
じ
て
購
入
し

て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

問　

学
童
保
育
所
の
広
さ
は

十
分
か
。

答　

お
し
ゃ
も
じ
山
ク
ラ
ブ

は
児
童
数
が
多
少
多
い
が
、

来
年
度
、
泉
井
に
分
室
を
造

る
予
定
で
あ
り
、
十
分
な
広

さ
を
確
保
で
き
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
配
置
事
業
補
助
金
約

１
２
２
８
万
円
は
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
と
思
う
が
、

契
約
は
何
年
間
か
。

答　

来
年
の
３
月
31
日
ま
で

の
単
年
度
の
契
約
で
あ
る
。

問　

基
金
積
立
金
の
今
年
度

末
は
い
く
ら
か
。

答　

３
億
４
２
０
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

問　

基
金
が
３
億
円
以
上
あ

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

問答問答

問答問答問答

問答問答問答問

答問答問答問

答問答問答問答問
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り
、
被
保
険
者
の
減
少
に
よ

り
、
医
療
費
も
減
少
し
て
い

る
の
で
、
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
か
。

答　

今
後
の
見
通
し
、
近
隣

の
市
町
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
や

県
の
標
準
保
険
税
率
を
鑑
み

て
検
討
す
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
先
が
見
通
せ
な
い

の
で
、
少
額
の
改
定
を
考
え

て
い
る
。

問　

介
護
保
険
積
立
金
を
約

３
１
７
０
万
円
増
額
し
て
い

る
が
、
介
護
費
用
の
状
況
は
。

答　

介
護
給
付
費
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
で

７
０
０
０
万
円
増
え
て
い
る
。

問　

そ
の
状
況
で
も
基
金
は

３
億
円
を
下
っ
て
な
い
が
、

保
険
料
を
下
げ
る
検
討
は
す

る
の
か
。

答　

一
般
介
護
予
防
の
取
り

組
み
な
ど
、
新
た
な
事
業
を

今
後
検
討
し
た
い
。

問　

昨
年
度
の
補
正
で
８
０

０
０
万
円
の
予
算
現
額
だ
が
、

当
初
予
算
額
７
０
０
０
万
円

で
実
施
で
き
た
の
か
。

答　

約
６
６
８
６
万
円
で
実

施
で
き
た
。

問　

結
果
と
し
て
当
初
予
算

内
に
収
ま
っ
た
が
、
１
０
０

０
万
円
強
の
残
額
の
処
理
は
。

答　

執
行
残
と
し
て
処
理
す

る
。

　

当
初
予
算
内
で
収
ま
り
、

執
行
残
に
つ
い
て
も
適
切
な

処
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

賛
成
。
今
後
も
当
初
契
約
通

り
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。（
大
賀
）

令
和
２
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の
締
結

 

町
道
第
２
８
５
９
号

 

線
外
歩
道
整
備
工
事

〈
賛
成
討
論
〉

とちのき通り　バリアフリー歩道整備

請
願　

不
採
択

 

障
が
い
者
支
援
に

 　
　
　
　

関
す
る
請
願

（
要
旨
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
精
神
障
が
い

者
の
実
情
に
基
づ
い
た
指
導

が
で
き
る
よ
う
充
実
し
た
障

が
い
者
の
計
画
を
望
む
。

（
理
由
）

　

町
職
員
等
の
対
応
で
、
本

の
出
版
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
出

演
等
で
、
本
人
の
本
意
で
な

い
方
向
に
導
か
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
よ
り
、
ス
ト
レ
ス
過

多
に
な
り
、
体
調
不
良
を
生

み
出
し
た
。
そ
こ
で
担
当
課

に
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

に
「
何
を
」「
ど
う
す
る
か
」

な
ど
の
具
体
化
を
お
願
い
し

た
い
。（
要
約
）

　

障
が
い
者
福
祉
計
画
で
は
、

精
神
障
が
い
者
の
施
策
指
導

は
進
ん
で
い
な
い
。
請
願
理

由
の
、
本
人
が
望
む
活
動
を

止
め
る
の
は
人
権
問
題
で
あ

り
、
行
き
過
ぎ
と
考
え
る
。

町
の
障
害
者
福
祉
計
画
に
は

本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
指

導
を
提
案
す
る
。　
（
根
岸
）

〈
賛
成
討
論
〉

　

議
員
発
議

　
　

意
見
書
を
採
択

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪

化
に
対
し
地
方
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
で
甚
大
な
経
済

的
・
社
会
的
影
響
を
も
た
ら
し

て
お
り
、地
方
自
治
体
は
か
つ

て
な
い
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
、財
政
運
営
に
必
要
不
可

欠
な
、
地
方
交
付
税
を
は
じ

め
、地
方
税
収
の
安
定
し
た
対

応
を
求
め
る
。特
に
固
定
資
産

税
の
見
直
し
は
断
じ
て
行
わ

な
い
、ま
た
特
例
処
置
も
今
回

限
り
の
処
置
と
す
る
こ
と
を

求
め
る
。（
一
部
省
略
）

　

町
の
財
源
確
保
で
地
方
の

新
税
等
は
住
民
負
担
に
な
る
。

ま
た
、こ
の
意
見
書
で
は
消
費

税
増
税
に
結
び
付
く
の
で
、国

は
予
算
の
組
み
替
え
等
で
地

方
交
付
税
を
確
保
す
べ
き
で

あ
り
、反
対
で
あ
る
。（
根
岸
）

〈
反
対
討
論
〉

問　

本
体
が
４
万
５
０
０
０

円
な
の
に
総
額
10
万
８
０
０

０
円
の
内
訳
は
。

答　

５
年
分
の
物
損
保
険
、

教
育
ク
ラ
ウ
ド
が
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
含
ま
れ
て
い
る
他
、
設

定
の
役
務
費
も
含
ま
れ
て
い

る
。

問　

入
札
で
応
札
１
社
、
辞

退
12
社
に
な
っ
た
原
因
は
。

答　

全
国
で
同
じ
様
な
契
約

が
多
数
あ
り
、
応
札
で
き
る

業
者
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
。

問　

受
入
検
査
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

答　

納
入
業
者
が
１
台
毎
に

検
査
し
、
合
格
機
器
の
一
覧

を
提
出
さ
せ
、
町
で
は
こ
の

表
を
も
と
に
、
抜
き
打
ち
検

査
を
実
施
し
て
確
認
す
る
。

 

財
産
の
取
得

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業

に
向
け
、
小
中
学
校
に
情

報
端
末
機
器
の
導
入

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
１
８
２
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
78
億

９
４
８
７
万
円
と
す
る
。

問　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
申
請
を
７
月
31
日
ま
で
の

先
行
受
付
に
提
出
し
た
の
か
。

答　

事
業
執
行
が
遅
れ
て
し

ま
う
の
で
提
出
し
た
。

問　

臨
時
会
の
意
味
が
な
い

の
で
は
。

答　

早
期
の
補
助
金
確
保
の

た
め
で
、
今
後
の
必
要
事
業

の
変
更
も
可
能
。

水
道
会
計
事
業
補
正
予
算

　

令
和
２
年
８
月
か
ら
令
和

３
年
１
月
ま
で
の
６
か
月
間
、

基
本
料
金
を
減
免
す
る
。

 

第
１
回
臨
時
会

８
月
７
日
、
一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
水
道
事
業
補

正
予
算
の
２
議
案
を
審
議

臨時会
主な補正予算

＜歳入＞
・�新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交
付金� 1億8611万円

＜歳出＞
・�小中学校GIGA（ギガ）
スクール事業�8367万円

・�水道事業減免費補填
� 4125万円
・�小中学校特別教室エアコ
ン整備� 1432万円

・防災備蓄品整備事業
� 943万円
・�小規模企業経営資金利子
補給事業� 500万円

答問答問答

問答問答

問答問答問答

問答問答
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